
 「日本型食生活」は、ごはん
を中心に、野菜や畜産物、水産
物など多様なおかずがあり、栄
養バランスに優れています。 
 また、地場産や旬の食材を
使った「和食」は食料自給率の
向上や食文化の伝承にもつなが
ります。 

 食事を通してコミュニケー
ションをとることで家族の絆が
深まり、健康状態など相手の変
化にも気付きやすくなります。 
 また、食事のマナーを身につ
けたり、協調性や社会性を養う
ことができます。 

 地場産の食材を使うことは、
輸送にかかる環境負荷の軽減に
つながります。 
 また、必要以上の食材を買わ
ない、無駄なく調理する、食べ
物や料理を作ってくれた人に感
謝して残さず食べるなど、食べ
物を大切にし、食生活の面から
も環境に配慮しましょう。 

「和食：日本人の伝統的な食文化」が 
ユネスコ無形文化遺産に登録されました。 

（2013年12月） 


